
荒川浸水想定の類型区分
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荒川流域の氾濫原地形（レーザープロファイラー測量）

中
川
中
川

新
中
川

新
中
川

中
川
中
川

荒
川
荒
川

中川周辺

江
戸
川

入間川

菅
生
調
節
池

北千住付近

大宮台地北部周辺

荒
川
荒
川

入間川入間川

大
宮
台
地

大
宮
台
地

荒
川
荒
川

大
宮
台
地

大
宮
台
地

荒川・入間川合流点付近

隅
田
川

隅
田
川

北
千
住

北
千
住

荒川荒川

墨田区墨田区

台東区台東区

台東区台東区

葛飾区葛飾区

江東区江東区
港区港区

北区北区
足立区足立区

川口市川口市

さいたま市さいたま市

野田市野田市

太田市太田市伊勢崎市伊勢崎市

本庄市本庄市
深谷市深谷市

大利根町大利根町

古河市古河市

坂東市坂東市

草加市草加市

越谷市越谷市

春日部市春日部市

①

②

③

④

市野川市野川

市
野
川

市
野
川

１



鬼
怒
川

鬼
怒
川

渡良瀬川渡良瀬川

利根川利根川

荒川荒川

江
戸
川

江
戸
川

隅
田
川

隅
田
川

荒
川
荒
川

下
総
台
地

猿
島
台
地

大
宮
台
地

荒
川
低
地

荒
川
荒
川

左岸左岸
70.0km70.0km

比企丘陵

利根川利根川

左岸左岸
21.0km21.0km

飯
沼
川

旧堤跡
微高地

②
荒
川
左
岸
低
地
氾
濫

①元荒川広域氾濫

③
入
間
川
合
流
点
上
流
氾
濫

④
荒
川
右
岸
低
地
氾
濫

⑤
江
東
デ
ル
タ
貯
留
型
氾
濫

武
蔵
野
台
地

入
間
台
地

２

入間川入間川

元荒川元荒川

江
戸
川

江
戸
川

中
川
中
川

新
中
川

新
中
川

右岸右岸
21.0km21.0km

平成19年5月 国土地理院

右岸右岸
10.0km10.0km

山
付
区
間

中
川
低
地

右岸右岸
42.8km42.8km

右岸右岸
53.2km53.2km



左岸66.0K（鴻巣市）

左岸70.0K※（鴻巣市）

今の荒川

①元荒川広域氾濫：左岸64.0～74. 0km

昔の荒川

•大宮台地より上流の区間。
•大宮台地の東側の元荒川に沿ってはん濫し、都区部まで達す
る場合がある。

左岸74.0K（熊谷市） 左岸68.8K（鴻巣市）

※氾濫開始流量が小さい箇所、破堤氾濫開始水位と破堤敷高の比高が大きい箇所、重要水防箇所など
から5地点の堤防決壊箇所を設定。その浸水面積及び浸水域人口が最大となる浸水想定を選択。左岸64.0K（鴻巣市）

注）
・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。
・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。
・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河川の河道を通じた排水を評価

していない。
• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域は、1/2,500国土基本図（各市
区町村）を用いて設定

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２５，０００ ２９，０００

浸水域人口（人） ６２０，０００ ９６０，０００

１４０，０００

２１０，０００

床上浸水（世帯） ８３，０００

床下浸水（世帯） １３０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３１，０００ ３２，０００

浸水域人口（人） １，０００，０００ １，１００，０００

２２０，０００

１７０，０００

床上浸水（世帯） ２２０，０００

床下浸水（世帯） １６０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２８，０００ ３０，０００

浸水域人口（人） ８９０，０００ １，０００，０００

２００，０００

１８０，０００

床上浸水（世帯） １９０，０００

床下浸水（世帯） １４０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３７，０００ ３７，０００

浸水域人口（人） １，３００，０００ １，３００，０００

２８０，０００

２００，０００

床上浸水（世帯） ２８０，０００

床下浸水（世帯） １９０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２２，０００ ２５，０００

浸水域人口（人） ６００，０００ ８４０，０００

１１０，０００

２００，０００

床上浸水（世帯） ８４，０００

床下浸水（世帯） １３０，０００

堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊による氾濫の影響を受ける範囲

（200年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定）
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• 大宮台地より下流の区間。
• 荒川左岸の低地部に沿ってはん濫。
• 中小河川の堤防を境として、上流側では深く浸水し、下流
側では浸水しない場合がある。

左岸21.0K※：川口市

左岸6.0K（葛飾区）

②荒川左岸低地氾濫：左岸河口～49.0km

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

左岸37.2K（さいたま市）

左岸48.8K（上尾市） 左岸45.6K（さいたま市）

左岸39.2K（さいたま市）

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

※氾濫開始流量が小さい箇所、破堤氾濫開始水位と破堤敷高の比高が大きい箇所、重要水防箇所などから
4地点の堤防決壊箇所を設定（48.8K～37.2K）。下流区間については堤防が概ね完成していることから、
浸水域人口が大きくなることが想定される2地点の堤防決壊箇所を設定。その内、浸水面積及び浸水域人
口が最大となる浸水想定を選択。
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堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２，２００ ７，６００

浸水域人口（人） ２１０，０００ ６００，０００

１７０，０００

７３，０００

床上浸水（世帯） ７３，０００

床下浸水（世帯） １２，０００

堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊による氾濫の影響を受ける範囲

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １１，０００ １２，０００

浸水域人口（人） １，１００，０００ １，１００，０００

３１０，０００

１５０，０００

床上浸水（世帯） ３１０，０００

床下浸水（世帯） １５０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １３，０００ １４，０００

浸水域人口（人） １，４００，０００ １，４００，０００

４２０，０００

１５０，０００

床上浸水（世帯） ４２０，０００

床下浸水（世帯） １５０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １３，０００ １３，０００

浸水域人口（人） １，３００，０００ １，３００，０００

３８０，０００

１５０，０００

床上浸水（世帯） ３８０，０００

床下浸水（世帯） １５０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２，３００ ９，５００

浸水域人口（人） ３４０，０００ ９３０，０００

３００，０００

８３，０００

床上浸水（世帯） １４０，０００

床下浸水（世帯） １３，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １４，０００ １７，０００

浸水域人口（人） １，４００，０００ １，６００，０００

５３０，０００

１００，０００

床上浸水（世帯） ４９０，０００

床下浸水（世帯） ９３，０００

（200年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定）
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注）

・ 中小河川の堤防が

はん濫水等によって
決壊しない場合の
計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、

モデル上、連続した
壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域か

らの出水等も考えら
れることから、大河
川のはん濫水につ
いては中小河川の
河道を通じた排水を
評価していない。

• 東京都区部、埼玉
県東南部の地盤高
は数値地図5mメッ
シュ（国土地理院）、
その他の地域は、
1/2,500国土基本図
（各市区町村）を用
いて設定



右岸62.0K（吉見町）

•入間川合流点より上流の区間。
•入間川、市野川等の堤防により、堤防決壊箇所からのはん濫
域の拡大が止まる。

右岸53.2K※：川島町③入間川合流点上流氾濫：右岸50.0～84.0km

右岸74.0K（熊谷市） 右岸69.2K（熊谷市）

右岸65.2K（吉見町）
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※氾濫開始流量が小さい箇所、破堤氾濫開始水位と破堤敷高の比高が大きい箇所、重要水防箇所など
から5地点の堤防決壊箇所を設定。堤防決壊による氾濫影響範囲の浸水域人口が最大となる浸水想
定を選択。堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊による氾濫の影響を受ける範囲

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３，４００ ５，７００

浸水域人口（人） １８，０００ １６０，０００

１６，０００

４６，０００

床上浸水（世帯） ４，６００

床下浸水（世帯） ２４０

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２，６００ ６，９００

浸水域人口（人） １４，０００ ３６０，０００

６１，０００

８４，０００

床上浸水（世帯） ３，６００

床下浸水（世帯） １３０

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ４，４００ ５，１００

浸水域人口（人） １８，０００ ４２，０００

８，４００

５，７００

床上浸水（世帯） ３，９００

床下浸水（世帯） ９９０

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２，５００ ３，３００

浸水域人口（人） １３，０００ ３８，０００

８，０００

５，０００

床上浸水（世帯） ３，５００

床下浸水（世帯） ８０

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２，９００ ４，２００

浸水域人口（人） １９，０００ ９０，０００

１２，０００

２１，０００

床上浸水（世帯） ４，８００

床下浸水（世帯） ４４０

（200年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定）
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注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算

結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川の

はん濫水については中小河川の河道を通じた排水を評価してい
ない。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国
土地理院）、その他の地域は、1/2,500国土基本図（各市区町
村）を用いて設定



•入間川合流点から江東デルタまでの区間。
•丸の内や新橋付近まで浸水する場合がある。

右岸28.8K（板橋区）

右岸38.4K（富士見市）右岸44.4K（川越市）

④荒川右岸低地氾濫：右岸12.5～44.4km 右岸42.8K※：さいたま市

右岸21.0K：北区（都心部が浸水）

5.0m以上
2.0m以上5.0m未満
1.0m以上2.0m未満
0.5m以上1.0m未満
0.5m未満

右岸12.5K（足立区） 5.0m以上
2.0m以上5.0m未満
1.0m以上2.0m未満
0.5m以上1.0m未満
0.5m未満

※氾濫開始流量が小さい箇所、破堤氾濫開始水位と
破堤敷高の比高が大きい箇所、重要水防箇所など
から4地点の堤防決壊箇所を設定（44.4K～28.8K）。
下流区間については、堤防が概ね完成していること
から、浸水域人口が大きくなることが想定される2地
点の堤防決壊箇所を設定。その内、堤防決壊によ
る氾濫影響範囲の浸水面積及び浸水域人口が最
大となる浸水想定を選択。
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新
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堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊による氾濫の影響を受ける範囲

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ８，１００ １１，０００

浸水域人口（人） ６８０，０００ ８８０，０００

３００，０００

８２，０００

床上浸水（世帯） ２８０，０００

床下浸水（世帯） １９，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ９，０００ ９，４００

浸水域人口（人） ７２０，０００ ７２０，０００

３００，０００

１６，０００

床上浸水（世帯） ３００，０００

床下浸水（世帯） １５，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ５，２００ １１，０００

浸水域人口（人） ６２０，０００ １，１００，０００

４１０，０００

８３，０００

床上浸水（世帯） ２６０，０００

床下浸水（世帯） １９，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３，１００ １０，０００

浸水域人口（人） ５３０，０００ １，１００，０００

３７０，０００

１００，０００

床上浸水（世帯） ２００，０００

床下浸水（世帯） ３３，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ９，６００ ９，９００

浸水域人口（人） ７９０，０００ ７９０，０００

３３０，０００

１４，０００

床上浸水（世帯） ３３０，０００

床下浸水（世帯） １４，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ５，３００ １２，０００

浸水域人口（人） ７１０，０００ １，３００，０００

４８０，０００

８２，０００

床上浸水（世帯） ３１０，０００

床下浸水（世帯） １２，０００

（200年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定）

６
注）・中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。
・中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河川の河道を通じた排水を評価していない。
・東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域は、1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定



右岸8.0k（墨田区）

右岸6.0k（江戸川区）

荒川右岸10.0K※：（墨田区）

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

• ゼロメートル地帯が浸水し、ポンプによる排水が必要。
• 江東デルタの東部で浸水深が大きくなる。

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

⑤江東デルタ貯留型氾濫：右岸6.0～10.0km

※下流区間については、堤防が概ね完成していることから、浸水域人口が大きくな
ることが想定される３地点の堤防決壊箇所を設定。その内、浸水面積及び浸水
域人口が最大となる浸水想定を選択。

小名木川

横
十
間
川

大横川

堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊による氾濫の影響を受ける範囲

江東デルタの小名木川、大横川等の中小河川の堤防・護岸が、氾濫流によって決壊しない場合の浸水状況を示している。
これらの中小河川の堤防･護岸が決壊した場合には、この図において浸水していない地域も浸水する可能性がある。

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ２，７００ ９，８００

浸水域人口（人） ４７０，０００ １，１００，０００

３６０，０００

８４，０００

床上浸水（世帯） １９０，０００

床下浸水（世帯） １４，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １，５００ ８，６００

浸水域人口（人） ２６０，０００ ８４０，０００

２８０，０００

７３，０００

床上浸水（世帯） １１０，０００

床下浸水（世帯） ２，８００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３，３００ １０，０００

浸水域人口（人） ５５０，０００ １，１００，０００

４１０，０００

７５，０００

床上浸水（世帯） ２４０，０００

床下浸水（世帯） ４，７００

（200年に1回の確率の洪水流量の発生時の浸水想定）

７

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河川の河道を通じた排水を評価していない。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域は、1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定


